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同
好
會
報

○
大
阪
で
臨
時
総
露

　
豫
報
の
如
く
、
去
る
十
月
二
十
四
へ
五
爾
日
、
大

阪
支
部
員
謄
ち
の
斡
旋
に
よ
り
、
本
會
ば
臨
畔
総
會

な
大
阪
に
開
い
六
。
順
序
ば
、
ま
つ
、
十
月
二
十
四

日
午
後
七
時
、
大
阪
毎
日
新
聞
三
内
の
大
湊
會
室
で

通
俗
大
講
演
會
　
た
開
き
、
吉
岡
幹
事
の
豪
雄
の
挨

拶
の
後
、
山
本
敏
授
に
「
最
近
天
文
學
上
の
五
大
事

件
」
亡
題
し

　
｝
、
火
星
の
近
接
ぜ
其
の
観
測
結
果
概
要
、

　
二
、
ア
イ
ン
シ
タ
イ
ン
の
相
封
原
理
に
關
す
る
論

　
　
　
箏
マ
＼
其
の
天
底
學
的
確
立
、

　
一
二
、
天
一
悪
推
拙
化
論
の
僻
即
趨
ミ
、
マ
イ
ケ
ル
ソ
ン
の

　
　
　
干
渉
欝
観
測
に
よ
る
恒
星
直
径
の
確
謹
、

　
四
、
太
陽
熱
の
攣
動
に
關
す
る
論
嬢
、

　
五
、
（
ン
リ
・
ド
レ
ー
パ
ー
目
錐
の
完
成
ピ
、
ミ

　
　
　
ス
言
カ
ノ
ン
の
功
績

な
學
げ
、
二
審
問
に
わ
糞
っ
て
詳
述
ぜ
ら
れ
、
終
り

に
、
幻
燈
鑑
た
以
っ
て
、
．
講
話
な
補
足
ぜ
ら
れ
糞
Q
講

演
・
後
、
屋
上
の
露
・
蚕
で
、
」
同
、
月
潜
適
当
し
六
一

今
夜
、
來
會
者
総
計
約
四
百
名
Q
同
好
會
の
催
ほ
し

亡
し
て
に
未
曾
有
の
こ
亡
で
あ
っ
六
〇

　
翌
二
十
五
日
匡
総
て
の
催
し
が
東
輝
安
土
町
三
丁

目
の
船
場
小
雨
校
に
移
る
。
集
會
に
総
て
同
校
三
階

の
大
粟
自
室
で
行
ば
れ
、
其
れ
に
隣
る
一
室
に
天
文

圖
書
の
　
小
展
覧
會
　
奄
午
前
九
時
か
ら
構
い
表
。

此
の
展
萱
室
で
、
十
時
か
ら
山
本
教
授
に
來
會
者
の

れ
め
に
展
萱
品
の
説
明
為
ぜ
ら
れ
六
。
次
い
で
午
前

十
仁
和
よ
り
大
集
會
室
で
、
會
“
貝
の
窄
め
に
　
天
融
胆

観
測
術
講
習
會
　
が
開
か
れ
、
上
田
理
傑
士
の
懇
篤

な
る
講
話
が
あ
っ
六
〇

　
午
後
ば
二
蒔
孚
か
ら
、
大
古
會
室
で
　
臨
時
総
會

の
協
議
會
　
が
開
か
れ
、
山
本
幹
事
座
長
定
な
り
、

先
づ
、
同
好
會
の
會
務
一
般
報
告
、
次
で
竹
内
氏
よ

り
會
計
報
告
が
あ
っ
た
。
此
等
の
報
告
に
よ
れ
ば
、

本
會
の
現
歌
ば
決
し
て
樂
観
し
難
く
、
會
員
数
に
約

　
千
に
減
じ
、
（
但
し
、
之
れ
に
今
年
春
以
來
、
會
費

納
付
不
成
績
の
會
員
た
可
な
り
多
く
整
理
し
糞
の
に

よ
る
）
、
其
の
内
、
前
金
納
入
額
が
充
分
で
眞
に
會
員

定
信
頼
し
得
る
者
の
藪
ば
約
七
百
に
過
照
す
、
從
っ

て
會
の
會
計
事
務
匡
甚
だ
し
く
澁
恐
し
、
現
に
負
債

約
壷
千
圓
に
上
っ
て
み
る
Q
I
庇
の
難
局
准
脱
す
る

糞
め
、
議
事
に
入
っ
て
、
い
ろ
ノ
、
の
意
見
が
現
ば

れ
六
が
、
結
局
、

　
一
馬
本
部
提
出
の
（
甲
）
案
（
本
誌
第
五
十
七
號

　
　
第
四
〇
二
頁
下
段
記
載
）
に
よ
っ
て
、
毎
月
の

　
　
會
費
た
金
五
十
銭
に
上
げ
、
重
刻
實
行
。
同
時

　
　
に
會
員
総
敷
な
少
な
く
亡
も
二
千
名
に
檜
す
穴

　
　
め
、
各
自
努
力
勘
謝
す
る
事
、

　
二
、
會
の
財
政
援
助
の
時
的
で
，
本
會
に
維
持
會

　
　
員
制
奄
設
け
ろ
事
、
但
し
詳
細
規
定
ば
幹
蔀
に

　
　
一
任
。

　
三
、
會
の
現
在
の
負
債
な
償
却
す
う
た
め
、
此
の

　
　
際
、
會
員
一
般
よ
り
臨
蒔
寄
附
金
存
募
ろ
事
。

　
　
但
し
其
の
金
額
ば
寄
附
者
各
自
の
任
意
。
之
れ

　
　
に
合
す
る
事
務
ば
本
部
に
一
任
Q

な
決
議
し
、
術
、
建
議
案
亡
し
て

　
四
、
「
天
界
し
に
廣
告
欄
た
籏
画
し
て
、
會
の
財
政

四
四

た
補
ふ
纂
、

　
五
、
「
天
界
」
に
今
一
盗
塁
易
通
俗
な
記
事
な
加

　
　
へ
て
、
新
會
口
貝
の
募
巣
に
便
利
に
．
す
る
窺
7
0

た
探
繹
し
雲
9

　
次
い
で
、
同
好
動
天
文
蔓
建
設
問
題
の
議
事
に
入

り
、
ま
つ
、
山
本
幹
事
よ
り
新
望
蓮
鏡
購
入
の
交
渉

顛
末
准
報
告
し
六
が
、
蒔
既
に
薄
暮
に
近
く
、
議
事

た
甦
め
る
こ
亡
が
不
可
能
に
な
つ
雲
の
で
、
吉
岡
氏

の
制
動
に
よ
り
雌
の
問
題
に
關
す
る
一
切
の
事
務
に

本
部
幹
事
の
推
産
す
る
特
別
委
員
に
托
す
ろ
事
に
決

し
、
午
後
四
晧
孚
閉
會
。

　
午
後
五
暗
よ
り
は
別
の
場
所
で
、
大
阪
支
部
主
催

の
　
晩
餐
會
あ
り
。
昨
今
忌
日
の
講
師
及
び
蓮
地

よ
り
來
會
ぜ
る
會
員
六
ち
匡
量
れ
に
招
か
れ
れ
。

　
午
後
七
時
よ
り
、
叉
、
船
揚
小
學
狡
内
の
大
集
會

室
で
學
術
講
演
會
が
開
か
れ
、
先
づ
荒
木
理
學

士
が
「
星
の
一
生
」
ぜ
題
し
、
次
踏
百
濟
理
學
士
が

「
北
斗
♂
進
行
星
群
」
ぜ
題
し
b
共
に
、
興
味
多
き
講

話
か
ぜ
ら
れ
実
。
此
の
會
に
集
ま
つ
乳
人
約
百
名
Q

　
今
回
の
臨
時
工
會
ば
、
言
ふ
ま
で
も
な
く
、
本
會

創
立
夢
死
周
年
の
紀
念
為
兼
れ
、
會
の
難
局
慮
理
、

新
天
丈
塵
の
計
同
等
の
重
要
議
南
下
進
め
ろ
目
的
で

あ
っ
六
が
、
天
趣
墓
の
件
に
時
、
問
木
表
の
唐
め
充
分

な
る
決
議
か
す
る
こ
ビ
が
出
旧
す
し
て
、
特
別
委
員

に
写
譜
す
る
の
止
む
な
き
に
至
つ
糞
け
れ
ご
、
其
他

に
よ
く
目
的
た
産
す
ろ
こ
蜜
が
出
來
六
こ
亡
匡
喜
ば

し
い
、
重
日
に
わ
登
る
種
々
の
置
合
に
大
阪
支
部
の

人
々
が
非
常
に
熱
心
に
盤
力
ぜ
ら
れ
、
又
、
大
阪
毎

日
新
聞
社
の
後
援
も
頗
る
有
力
で
あ
っ
★
こ
書
ば
感

謝
に
「
耐
へ
な
い
O
一
來
A
嫌
忌
伯
に
大
阪
附
近
の
　
点
仕
川
任
者
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が
最
も
多
か
つ
れ
が
、
し
か
し
、
東
ば
東
京
、
長
野
、

西
ば
陶
山
や
下
ノ
關
か
ら
も
通
計
が
参
抑
ぜ
ら
れ
、

翼
に
全
風
的
の
螢
葛
で
あ
っ
カ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
北
海
道
支
部
報
告
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
入
麺
二
十
三
日
午
後
六
蒔
よ
男
来
田
幹
事
宅
で
在

札
「
の
學
生
の
み
で
例
會
を
開
ぐ
、
天
文
雑
話
に
一
夜

な
判
り
、
ザ
ル
に
山
盛
り
の
ト
マ
．
ト
も
い
つ
の
ま
に

や
ら
消
え
う
ぜ
糞
。
集
る
も
の
十
二
人
。

　
九
月
十
六
日
松
川
支
部
長
の
泡
別
倉
を
北
海
道
帝

大
學
生
集
會
所
に
て
行
ふ
Q
集
る
も
の
十
五
，
名
に
及

び
盛
會
な
り
き
。
先
づ
米
田
君
の
逡
別
の
僻
あ
り
次

い
で
松
川
氏
の
答
欝
あ
り
。
後
お
い
し
レ
料
理
亡
共

に
天
文
の
話
、
特
に
松
川
氏
の
好
き
な
黒
黙
ε
地
震

に
花
が
装
い
歪
。
星
の
花
が
随
い
六
亡
云
ひ
穴
か
つ

六
Q
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
北
海
道
支
部
報
告
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
十
月
七
日
北
大
素
生
集
會
所
に
て
十
月
例
會
及
…
蹴

測
會
潜
行
ふ
Q
晴
れ
た
此
夜
に
望
遠
鏡
に
て
木
星
や

二
重
星
の
観
測
を
し
栄
Q
や
が
て
集
會
所
為
引
き
上

げ
測
候
所
の
コ
ン
〃
⊃
ー
ト
の
縷
上
で
三
つ
の
小
望
一

遠
鏡
が
西
か
ら
衷
北
か
ら
南
建
空
た
征
服
し
壬

同
が
齢
宅
し
カ
の
は
十
二
暗
事
ぎ
で
東
天
に
は
月
が

昇
っ
て
居
つ
糞
Q
塗
集
金
十
三
名
o

O
天
文
同
野
栄
大
阪
支
蕃
語
會
報
告

　
大
阪
支
部
の
例
會
腰
で
あ
る
九
月
十
二
日
製
第
二

土
曜
日
）
午
後
五
時
か
ら
船
揚
小
學
校
で
幹
事
會
が

開
か
れ
糞
。
獲
暑
倫
ほ
酷
烈
で
蒸
す
が
や
う
な
暑
さ

で
あ
ろ
二
か
」
ば
ら
す
全
部
の
幹
事
が
出
席
し
ぬ
。

論
議
ば
ブ
ン
慈
悲
行
し
乳
。
同
好
．
會
の
総
會
な
大

阪
に
開
く
：
亡
、
天
文
講
演
會
や
天
文
展
愛
液
か
催

う
す
．
こ
ミ
な
ご
が
主
な
乃
題
目
で
あ
っ
．
カ
。
そ
の
他

．
望
遠
鏡
の
問
題
や
、
大
阪
支
部
綴
金
の
こ
定
、
天
界

の
内
容
が
立
派
に
な
つ
カ
に
つ
吾
空
費
の
図
南
ば
至

當
で
あ
み
．
こ
書
な
ご
の
話
も
出
禿
。
そ
の
中
漸
次
會

員
の
顔
が
見
え
出
し
象
。
中
に
ば
今
回
始
め
て
金
宅

に
出
席
し
糞
恥
い
ふ
方
も
あ
っ
距
。
狭
い
室
で
暑
い

思
ひ
を
す
ろ
よ
り
早
く
露
毫
へ
出
て
襯
測
た
や
ら
う

書
一
同
露
坐
に
出
れ
。
折
か
ら
西
天
に
は
金
星
が
見

え
て
ゐ
象
が
其
の
他
の
天
凶
鼠
K
に
転
ば
れ
て
み
る

の
で
何
に
も
見
え
な
い
。
さ
し
．
0
め
望
蓮
鏡
に
金
星

．
に
向
け
ら
れ
れ
、
ま
も
な
く
西
天
に
雲
が
か
㌧
つ
て
、

頂
天
の
雲
が
切
れ
唐
か
ら
木
星
が
現
ば
れ
出
し
六
。

百
濟
先
生
ば
時
計
為
出
し
て
、
木
星
の
月
の
影
が
映

つ
ろ
時
刻
だ
恥
い
ば
れ
る
、
皆
が
鷺
洲
し
な
い
中
に

雲
が
か
、
つ
象
Q
そ
の
代
り
に
土
星
が
す
が
カ
た
見

ぜ
表
の
で
急
ぎ
望
遠
．
鏡
為
そ
れ
に
向
け
ろ
、
四
五
名

の
會
員
が
見
ろ
間
に
雲
に
か
く
れ
六
。
ゲ
ェ
ガ
の
リ

ン
グ
ネ
ビ
ユ
ラ
宅
に
向
ゆ
り
る
Q
一
＝
二
名
。
が
口
恥
乗
だ
け

で
す
ぐ
か
く
れ
大
O
當
夜
三
十
五
六
名
の
魯
員
が
幽

堅
し
カ
の
に
遺
憾
な
ご
亡
彩
し
い
。
そ
れ
か
ら
ば
見

込
の
あ
る
星
が
見
え
家
譜
に
鏡
為
向
け
象
Q
北
斗
の

ツ
エ
友
に
も
北
極
星
に
も
若
干
の
も
の
匿
襯
測
の
眼

な
着
け
索
で
あ
ら
ら
b
九
蒔
過
．
ぎ
て
か
ら
ダ
ン
ー

天
が
晴
れ
て
來
た
。
木
星
に
再
び
耀
い
糞
Q
會
員
渡

淺
女
史
の
お
蓮
れ
の
女
亭
生
の
方
々
も
車
掌
准
樂
し

ん
だ
で
あ
ら
う
Q
糊
．
測
の
あ
い
間
に
男
山
の
中
に
ば

山
冨
．
木
林
幹
由
畢
や
｝
日
溶
一
先
生
な
捕
｝
へ
て
質
尋
問
准
連
資
し
て

み
る
の
な
見
力
が
そ
の
熱
心
な
眞
認
許
な
態
度
に
ほ

惑
心
ぜ
す
・
に
P
μ
ゐ
ら
れ
な
か
つ
カ
。
お
大
が
ひ
に
釜

々
勉
強
し
ま
し
よ
う
O
　
　
　
　
　
　
（
前
田
）

O
岡
山
支
部
十
月
嫡
信

一
、
天
禮
襯
測
會
　
二
日
午
後
七
難
か
ら
、
眞
庭
郡

河
内
小
田
校
で
開
催
、
水
野
幹
專
之
れ
た
指
導
し
糞

上
、
一
場
の
講
話
聡
し
六
。

二
、
土
日
講
習
會
　
三
、
四
の
八
日
苫
田
郡
奥
津
小

學
校
で
開
催
さ
れ
、
水
野
幹
事
1
！
國
語
島
本
に
あ
る

天
丈
學
教
材
に
つ
い
て
講
話
を
な
し
、
夜
分
ば
天
騰

の
空
船
．
か
指
導
し
雲
。

一
『
天
界
硯
究
倉
　
十
日
午
後
七
時
か
ら
、
宮
原
幹

享
宅
で
開
催
Q

四
、
太
陽
槻
測
會
　
十
入
日
書
伯
吉
田
苞
、
三
雲
聯

隊
匠
司
令
官
、
瓜
生
商
業
學
較
長
、
岸
本
凡
太
郎
、

村
野
鐵
造
、
坂
本
善
一
諸
氏
の
宅
で
開
催
さ
れ
．
カ
〇

五
、
大
阪
臨
蒔
聰
魯
に
出
席
、
水
野
幹
事
ロ
ニ
十
四

矧
上
阪
、
大
円
縷
上
の
講
演
會
に
出
席
、
二
十
五
日

ば
臨
時
総
會
に
陥
み
、
二
十
六
日
匡
大
阪
市
教
育
會

圭
催
講
演
會
に
臨
席
、
麟
途
明
石
市
に
下
車
、
中
央

標
準
時
子
午
線
通
過
地
な
親
察
し
敦
。

六
、
講
話
會
　
二
十
七
日
三
十
日
の
爾
日
岡
山
縣
師

範
學
母
野
都
生
の
貯
め
に
天
文
に
關
す
る
講
話
准
、

水
野
幹
事
ほ
し
大
。

⑪
東
東
支
部
新
設
久
し
く
希
望
さ
れ
て
る
六

同
好
會
東
京
支
部
が
去
ろ
十
月
七
目
開
か
れ
肇
。
當

口
恰
も
顕
身
中
の
山
本
歎
授
が
臨
席
さ
れ
、
東
京
古

芝
歴
三
日
豊
岡
町
の
日
本
光
學
工
業
會
鮭
で
講
演
會

書
槻
測
が
あ
り
、
後
、
い
ろ
く
懇
談
し
乗
。
今
後

毎
週
土
曜
口
支
部
幹
事
宅
で
例
會
が
あ
ろ
筈
。

四
五
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天
文
同
好
會
規
則

　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
十
四
年
十
月
改
正
）

第
一
條
此
ノ
會
チ
天
文
同
好
會
ト
云
フ

第
二
條
　
此
ノ
會
ハ
天
冠
學
ノ
了
解
チ
逡
メ
無
ネ
テ

　
同
好
者
相
互
ノ
親
睦
チ
檜
ス
ノ
が
目
的
デ
ア
ッ

第
三
條
　
事
務
所
チ
京
都
市
吉
田
町
京
都
大
學
天
丈

　
豪
内
二
面
ク
、
鋸
葉
員
密
集
ノ
地
墨
ハ
支
郡
チ
置

　
ク
峯
が
ア
膨

第
四
條
此
ノ
會
ハ
其
ノ
目
的
チ
蓮
ス
ル
爲
メ
次
ノ

　
事
業
チ
行
フ

　
一
、
集
倉
（
講
演
例
會
毎
月
一
画
、
薦
骨
年
一
回

　
　
　
其
他
臨
時
會
）

　
二
、
講
習
（
各
地
デ
臨
時
二
開
ク
）

　
三
、
雑
誌
洋
書
ノ
出
版
（
雑
誌
ハ
月
一
潤
目
員
ニ

　
　
　
ハ
無
代
配
布
、
講
書
ハ
随
時
）

　
四
、
實
地
観
測
（
第
一
部
啓
獲
的
二
仏
望
、
乙

　
　
　
見
徳
　
第
二
部
硯
究
的
、
甲
流
星
、
乙
攣
光

　
　
　
星
、
丙
彗
星
）

第
五
條
　
此
ノ
會
ノ
目
的
二
三
同
ス
ル
者
ハ
誰
デ
モ

　
會
口
貝
ニ
ナ
レ
期

　
　
但
シ
’
獄
h
臨
鳳
ト
シ
テ
信
厚
η
刀
A
立
脚
諏
軌
施
戯
鱗
ノ
劇
制
デ
、
　
虚
納

　
ル
ベ
〃
牛
当
分
又
ハ
其
ノ
倍
数
ヅ
ツ
チ
前
金
デ
納

　
入
ス
ル
コ
ト

　
　
申
込
ノ
際
ハ
佳
所
職
業
生
年
テ
記
入
セ
ラ
レ
タ

　
イ
第
六
條
　
本
倉
ノ
纒
費
ヲ
支
持
ス
ル
趣
意
ヂ
毎
年
金

　
寛
拾
圃
以
上
ヲ
醇
出
ス
ル
者
ヲ
維
持
會
員
ト
ス
ル

鱈
叩
・
七
條
　

↓
時
八
蜜
吉
且
百
圓
…
以
上
チ
寄
附
ス
ル
者
一
及
ビ

　
會
員
五
十
名
以
上
チ
紹
介
シ
〃
ル
者
及
総
會
一
＝
ア

　
晶
特
二
推
｛
拳
セ
ラ
レ
タ
者
チ
々
朝
聾
局
暗
君
貝
ト
ス
ル

第
八
條
　
曲
ノ
會
ノ
幹
部
二
次
ノ
通
り

　
　
　
幹
事
三
名
　
骨
壷
　
一
名

　
　
此
ノ
幹
部
ハ
総
量
デ
選
塞
・
セ
ラ
レ
ル
者
デ
任
期

　
ハ
ー
ケ
年

第
九
條
　
既
ノ
會
二
評
議
員
若
干
チ
置
キ
、
幹
郷
ノ

　
相
談
相
手
ト
ナ
ル

第
十
條
幹
薫
習
會
員
ノ
中
カ
ラ
衣
ノ
係
り
チ
指
名

　
推
學
ス
ル

　
　
　
講
演
係
…
名
，
編
輯
係
三
名
、
観
測
係
一
名
、

　
　
　
爲
眞
係
一
名

O
同
好
會
天
文
奮
竃
大
阪
総
轄
で
ほ
畔
間
が
不

充
分
で
あ
っ
力
富
め
詞
雷
管
天
文
毫
の
協
議
た
進
め

る
こ
ビ
が
出
罪
な
か
つ
六
の
ば
遺
憾
で
あ
る
が
、
本

部
で
p
μ
取
り
敢
へ
す
幹
ゆ
畢
・
曾
を
闇
聞
い
て
、
左
の
涌
㎎
り

天
雷
藁
委
員
か
推
薦
し
、
省
、
ま
つ
寡
金
の
條
件
た

左
の
逓
り
決
定
し
カ
〇

一
、
天
丈
藁
委
員
ぱ
、
當
分
の
内
、
本
會
の
幹
部
及

　
び
本
草
評
議
員
た
以
っ
て
あ
て
ろ
こ
ビ

ニ
、
募
集
す
る
寄
附
金
に
口
座
制
ぜ
し
、
一
口
金
五

　
圓
ミ
定
む
ろ
こ
ご
、
募
金
紐
心
違
参
千
圓
の
豫
定

三
、
寄
附
者
に
一
口
叉
ば
其
れ
以
上
潜
門
附
さ
れ
大

　
き
こ
ビ
Q
i
寄
附
者
に
ば
新
設
天
与
蔓
へ
の
入

　
場
券
か
贈
呈
す
ろ
こ
虐
Q

術
、
詳
細
に
天
文
塵
委
員
芝
の
協
議
奄
慌
て
随
蒔
襲

衷
す
る
。

○
本
意
騨
議
員
推
薦
　
本
會
ぱ
左
の
二
＋
五

兵
准
今
般
評
議
員
に
推
薦
し
大
。

　
百
雷
教
猷
、
吉
岡
哲
夫
、
水
野
千
里
、
宮
原
節
、

四
六

　
上
島
校
長
、
宮
森
作
遊
、
飯
義
壽
、
内
山
新
、
森

　
下
助
次
鄭
、
村
山
緋
次
、
田
中
朝
夫
、
濱
野
眞
、

　
宮
島
善
一
郎
、
黒
岩
魁
一
郎
、
宮
川
周
治
、
上
條

　
漕
人
、
三
澤
勝
衛
、
熊
野
徳
一
、
睡
眠
和
吉
、
野

　
垣
寛
二
、
林
松
次
、
吉
言
正
敏
、
来
田
勝
彦
、
小

　
横
孝
二
郎
、
葛
藤
齋
三

　
　
　
⑲
　
　
⑲
　
　
㊥
　
　
⑫
　
　
O

　
　
　
寄
附
金
募
集

［、

ｯ
好
會
叉
文
毫
新
設
の
激
め
に

　
本
邦
最
初
の
民
衆
天
丈
豪
ε
し
て
三
十
ニ
セ
ン
チ

ロ
篠
の
反
射
鏡
た
中
心
に
適
當
の
地
に
建
設
す
る
。

つ
い
て
は
之
れ
に
徹
頭
徹
尾
同
好
會
の
も
の
、
同
野

會
員
の
も
の
ご
し
論
い
Q
同
好
會
員
で
あ
れ
ば
自
由

に
齪
測
研
究
が
出
敵
る
や
う
に
し
象
い
O
そ
の
穴
め

同
好
會
員
ば
一
人
残
ら
ず
奮
っ
て
募
金
に
磨
ぜ
ら
れ

ん
こ
虐
な
望
む
〇

二
、
同
好
會
…
の
現
在
の
財
政
を
救
ふ
旋
、

　
　
　
め
に

　
約
一
千
圓
の
負
債
か
整
理
ぜ
ん
六
め
、
さ
き
に
大

阪
総
會
で
の
決
議
に
よ
り
、
同
好
會
員
一
般
よ
り
臨

暗
に
特
志
寄
附
秘
募
る
Q
但
し
寄
附
金
額
は
寄
附
者

の
任
意
。
一
金
二
百
圓
凶
以
上
の
方
ほ
名
饗
會
員
に

推
薦
さ
れ
る
。


